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　平成28年の年頭に当たり、公益社団法人伊勢法人会の皆様に謹んで新年
の御挨拶を申し上げます。
　会員の皆様には、平素から税務行政につきまして深い御理解と格別の御協
力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　新しく迎える年が、会員企業の皆様にとって希望の多い充実した年となり
ますことを祈念いたしますとともに、貴会が引き続き魅力ある事業活動を展開され、会員企業と地域社会の
発展に一層の貢献をされますことを御期待申し上げます。
　さて、昨年の管内の経済情勢を振り返りますと、設備投資の増加、住宅投資及び個人消費の持ち直しによ
り、景気は着実に回復を続けております。
　一方、経済以外の面に目を向けますと、昨年も２名の科学者にノーベル賞が授与され、中でもノーベル物
理学賞は、当局の管内にありますスーパーカミオカンデから生まれた研究成果によるものであり、宇宙の謎
に迫る最先端の研究を身近に感じた出来事でした。更に、ラグビーワールドカップでは、当局の管内のチー
ムに所属する五郎丸選手の大活躍により日本代表が歴史的な勝利を挙げたことや、国産初のジェット旅客機
「ＭＲＪ」が初飛行に成功するなど、世の中の注目を集め、国民が歓喜に湧いた出来事もありました。
　そして、本年は、当地域の大きなトピックスとして、伊勢志摩サミットが開催されます。風光明媚な伊勢
志摩地域はもちろんのこと、豊かな自然に恵まれ、日本経済を牽引する産業が集積したここ東海地方が、世
界に知られる又とない機会となることを期待しているところです。
　ところで、最近の税務行政を取り巻く環境は、経済取引の複雑化・広域化及び経済社会の国際化・高度情
報化の更なる進展により大きく変化しております。
　このような状況の下、昨年10月から導入されました社会保障・税番号制度につきましては、納税者の皆
様の利便性の向上につながるものであり、国税庁が法人番号の付番機関であるとともに、個人番号及び法人
番号の利活用機関であることから、国税庁ホームぺージや法人会をはじめとする関係民間団体が開催する説
明会を通じて、積極的な周知・広報と行ってまいりました。法人会の皆様におかれましては、引き続きお力
添えを賜りますようお願い申し上げます。
　このほか、「納税者の自発的な納税義務の履行を適正かつ円滑に実現する」という使命を果たすため、不
正に税金の負担を逃れようとする悪質な納税者に対しては、厳正な実地調査を実施する一方で、限られた人
員等の中で適正かつ公平な課税が図られるよう、実地調査以外にも多様な手法を用いて、納税者の皆様に自
発的な適正申告を促す取組を進めております。
　法人会におかれましては、企業の税務コンプライアンス向上のための取組として、「自主点検チェックシ
ート」等を活用した、企業における内部統制面や経理面に関する自主点検を推奨しておられます。この取組
は、納税者全体の税務コンプライアンスを向上させるものであり、国税庁の使命にも合致することから、国
税庁後援事業とさせていただいており、更なる普及に向けて後押しをさせていただくこととしておりますの
で、今後も積極的な取組をよろしくお願いいたします。
　また、ｅ－Ｔａｘにつきましては、４月から、添付書類のイメージデータによる提出などの更なる利便性
向上施策の運用開始が予定されております。
貴会におかれましては、かねてからｅ－Ｔａｘの普及・定着に多大な御尽力をいただいており、深く感謝申
し上げますとともに、引き続き御理解と御協力を賜りますよう重ねてお願い申し上げます。
　最後になりますが、公益社団法人伊勢法人会の更なる御発展と、会員の皆様の御健勝並びに事業のますま
すの御繁栄を祈念いたしまして、年頭の御挨拶とさせていただきます。
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